
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて自

己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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昨年度に引き続き新型コロナ感染対応におわれ、保護者にも心配や負担をかけた一年となっ

た。昨年より子どもたち一人一人の情緒の安定を図ることに力を注いできたが、今年度はあわ

せて遊びの環境整備に取り組み評価をあげることができた。 

職員の努力を評価するとともに、子ども一人一人に寄り添い個別の関りを大切にし、興味や関

心をより深め主体的に遊び込めるよう人的・物的環境を整えにさらなる展開を図っていきた

い。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

意欲ある職場環境 定期的な個別面接や、会議等で職員に意見を求めるなど、意欲ある職場

環境づくりの推進 

・非正規職員も含めた個別面談を実施する（年間３回以上） 

保護者、地域への説

明 

法人が提供する保育・介護・障害福祉サービス内容について、保護者や

地域住民等に対して説明する機会を設ける 

・コラムの配布等にあわせて園の教育・保育に関する情報発信を行う

（年３回以上） 

施設の地域への開放

と活用 

「地域共生社会の実現」につながるコミュニティ強化を目的に施設開

放・活用・イベントの開催等の地域開かれた取り組みの積極的な実践 

・園が持っている人的、物的資源を活用した取り組みを実施する（年間

６回以上） 

 


